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皆さんは大丈夫ですか・国会請願署名、募金結果
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会腱の動向、おしらせ



道腎協幹事会・講演会報告

　　　

１０月29 H (t)。３（川（剛の’･::田限こわたって、逆粁協の川呟及び講演会

　　

が札幌クリスチャンセンターで行なわれましだ、

　　　

２９日午後４時から行なわれた幹満会では、書ず

　

各ブロッ仰ぶ･動唄告シなされま

　　

しだ。その中では

　

札叫では病叫が斯設されて、患者さんが白由引μ八ぷべるほどで

　　

すが、地方では施設が不足ぎみで

　

このままいくと患者が溢れてしまうのではないかと

　　

いう報告が小されました。この問題は。述腎協が実態を調べて、それから医師会などに

　　

㈲きかけていくことになりました。

　　　

また、碑河野友会からは、病院の求衣室がせまく。院長に話しても相手になってくれ

　

ないという問題が出されました。浦河の病院は日赤病院であり、町から働きかけること

　

が難しいj;に、院長が腎友会に理解を示していないことがネックになってい｡るようすr

　　

大人ひとりがやっと着がえられるほどのスペースしかないとのこと、ほんとうにひど

　

い話です｡これからも

　

問題がこじれないように粘り強く要請を続けていってほしいも

　

のです。

　　

つぎに、辺腎鵬６３年度決算報告、９轟報告がなされ。ﾉ幻ぶされましづ二

　　

その剛全弩陥の七甘委員公と沁聯合の収告がなされまいしその申では、町屋が輿

　

退すろ中。粁疾心対毎々として、予ぴが計上されたと傑卜Σれましたい人に、ｙi≒に;

　

会ぷ間居乱の取組を続けていくことを令会一致で確認しまレ七

　　

今i巾乙鰐4i会には１９ブロックから幹事が集り、終始和や１ヽな雰囲気で鵬しで､･いがな

　

されました。岩崎会長の挨拶にもありましたが。行政が福祉ダフをりJり詰めてきていう

　

ために

　

これから益々厳しくなるということを嶮じて帰ってきました、

　　

二日日の講演会では、北クリニックの今先生がr骨の阻害j rcAPD』の問題にう

　

いて講演されました。その中で、特に印象に残ったのは「骨の障害を予防するには

　

１、薬による方法・２、食事による方法・３、運動による｡方法がある」ということでし

　

た。透析時に何等かの１防をするのはもちろんですが、上記の１、２、３はいずれも

　

患者自身がしなければならないことです。結局、自己管理が人切になってくるというこ

　

とでしょう。「Ｃ八ＰＤ」ではテルモのキャプデールという新しい形式のものができ

　

たことを、失際に使い方を示しながら碑明してくれましかすなｵ）ちヽC A P Dの袋し

’･袋の繋ぎ目の管の端を金属（キャプデール）にして。そこをアルコールラ・ンブで消毒す

　

る方法です。この方法では今までぷり腹膜炎が減少したとのことでした。今先生は、

　　

「もし、私が人工透析になったら間遼いなくCAPDをするでしょうね」と淫って才:ら

　

れました。釧路の皆さんも、C A P Dにチャレンジしてみてはどうでしょう｡か。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－１－

　

’

　　　

μ上

　

報告

　

橋本



ごｔあヽ，ヽ６り１ｉｔを！

釧降世方粁友会が1.６名で発足以来、ぞのメンバーとして。またリーダーとして活辿してこ

られたり咽要氏が１０月１６日、水沢秀一･氏が１１月ド

　

ここに、慎しんで御冥福をお祈り致します。

　

早坂さんは５１年人Jこ透析導入以来、かゆみ、ヘマト、そして、肝臓との戦いの毎日を送

っておられました。それでも、会の行事（登山や一泊旅行）には欠かさず参加し。体力をつ

　　　　

けること．楽しむことに心がけておられました..仏的にはカラオケ逆場にも通い．その歌声●

　

……＿．‥.……

　

…………ｌ_･●●●

　

････

　　　　

・・はかなりのものがありました。

　

釧路地方腎友会の役員としては。通院交通費問題、５地区

交流会の定例化。各種行事の実施と数え上げればきりがないほどです。

　

一方、水沢さんは市立病院腎友会のまとめ役として。病院との話合い、意見調整になくて

はならない人でした。早坂さんと共に釧路増方腎友会の活動を雛進してこられました。

　

このホうなお二人を失って、釧路地方腎友会は大きな痛手を受けました。

　

これ･からは、亡くなったお二人の残された実績を引き継いで、さらに発展させていかなけ

ればならないと思います。そうすることが、お二人にとっても

　

供養になると思います。

　

とこうで、この右二人以外にも１０月．Ｊ１月にかけて７名の方が相ついで亡くなってお

られます。その原因は、心不全、脳いっけつ、肺炎などです。昨年までは亡くなる方があま

りいなかったのに

　

どうして、最近になって増えてきたのでしょうか。

　

一つには。人工透析が長期に渡った人が増えていること（今回は1.0年以上３人）、もう

一つは、高齢の方が多くなっていることなどが揚げられると思います。

　

しかし、そうは言

●

　

ダ６ゾ)Ｊザヤニ堺竺サ門？やや､?フヤ

　

とにかく、会貝の皆さん。日頃から増加量を極力押さえるようにして、栄養とカロリーを

充分にとり、迦当な運動を心がけ、検査結果をみて調整し、風邪をひかないようにして頑張

りましょう。気をつけるのは私達白身しかい､ないんですね。

２



★暦（カレンダー）の起源（その４）

遺稿

　

６月Ｌでは、大安、仏滅などについてお話しました。今月は十干（じっ

かん）、十二支（じゅうにし）についてお話します。

◆

　

l･I-（じ……､力ヽん）の起源は、日を数えるための符号で、･--ヶJjを三っ

の句（上句、中旬、ド句）に分けﾉこ場合の･･つの旬に含まれる十目間を指

示したものです。

　

第一口目を甲、第二日日を乙というように使われた。

　

戦前の小学校においては生徒の成績をあらわす記号として通信簿に記拙

された。また徴兵検轟の際に甲俘合格、乙種介格などのようにっかわれた

　

このはかにし町目や分類区別のための除数などに乙利用されている。

　　

甲

　

（こう）

　　　　　

己

　

（き

　

）

　　

乙

　

（おつ）

　　　　　

庚

　

（こう）

　　

丙

　

（へい）

　　　　　

辛

　

（しん）

　　

丁

　

（てい）

　　　　　

壬

　

（じん）

　　

戊

　

（ば

　

）

　　　　　

交

　

（き

　

）

◆

　

十二支（じゅうにし）は、月を呼ぶための符号です。、一一年を季節にし

たが､｡て１２に分げろことは、古くからおこなわれていが、その一つ一つ

のJDこ付けた名称が十二支の起源です。

　

昔、巾国が股（いん）の国と呼ばれていた頃のt･･二丈の呼び方（乱涜み）

春

屁

月

月

三月

四月

五月

六月

ｆ

丑
寅
辰

卯

巳

（こ

　

）

（ちゅう）

（いん）

（しん）

（ぼう）

（し・

　

）

秋
‘

　
　
　

冬

七月

八月

九月

↑･月

一月

二yj

午
未
申
四
戊
亥

（ご

　

）

（び

　

）

（しん）

（ゆう）

（じゅっ）

（がい）

◆

　

今までの呼び方は覚えにくいということから、中国が漢（かん）の国

と呼ばれる時代になって、親しみ深く覚えやすい動物の名をあてだ。

　　

現在使われている十二支は次ぎのとおり（じゅうにしじゅうとち呼ぶ）

　　

春、

　

一月

　　

子、ね

　　　

（鼠・

　

ねずみ）

　　　　　

ご

　　　　　

二月

　　

丑、うし

　　

（牛・

　　　

うし）

３



●

Ｉ
－・

夏

秋、

冬

。
１
ｊ
－

三月

四月

瓦月

六月

ヒ月

八月

九月

卜月

月
月

寅、

卯
辰
巳
午
未
巾
酉
戊

ゝ

亥、

と

つ

た

み

う

ひ

さ

と

い

い

り

つ

ま

っ

る

り

ぬ

じ

(虎・

　　

とら)

(兎・

　

うさぎ)

(竜・

　　

たつ)

(蛇・

　　

へび)

(馬・

　　

うま)

(羊・

　

ひつじ)

(袋・

　　

さる)

(鶏・にわとり)

(犬・

　　

いぬ)

(猪・いのしし)

◆j一二支と時刻

　

トニ支はその単｡位が、時刻を区分するのに都合がよいため、時刻をかぞ

えるためにも使われた。

　

一刻を現在の二時間に当てはめると、一一日二十四時間で十二支を一巡す

る。一般に使われていないが、時代劇などで使われている。

◆

　

七曜（ななよう）とは、

　　

日月火水木金土のこと、平安時代の始め、弘法大師空海が唐（から）

の国からさまざまな密教の教典とともに宿囃経（すくようきょう）として

排ち帰ったらのです。

　

月は、お月さん：のことです。火水木金上は星の名前です。夜窄に一一番

いく暉く星の順に並べられたとされている。昔は土星が一番？いので最初

パヽで木星、金星で、今のような順に並べられるようになったのは、

　　　

に、ついで木星、金星で、
●

　

いつからかさだかでない。

▲

　

日曜にっいては、宿曜経（すくようさ､卜う）のなかに;‾密ｊとある。

宗とは外米語を漢字であらわしたちのでぐ’ミルレと呼ぶ、ミルとは巾央ア

ジヤのングド謡で日曜日に当たるj‘襲です。キリスト教では、イエスキリ

ストが週の初めの日に復活されてから、その復活を記念する主の日として

円曜日を聖別された。６ロ働､き一日を休息と祈りの目としている。キリス

ト教では日曜日のことを安息日という。日曜日が週の初めになったことに

　　　　　　　　　　　　　

ｰ-’¥･｀●

　

●･－

　

ｄ

　　

･■

　　　　　　　　　　　

｜ついてはキリスト教の影響が人きいと思う。

早坂要氏に対し

慎しんで御冥福をお祈り致します

４

・



林田先生の麟演を聴いて

　　　　　　　　　　　

巾立病院

　

木村

　

俊

　

網路地方腎友会の秋の集会も先月無事に終了した。今年の集会は今までのに比ぺ盛況

であったように思う。毎年各方面から講師を招き、腎臓・あるいは人工透析について講

演をして戴く訳だがi今年は林田クリニック院畏の林田先生だった。演題は「災期透析

における骨の障害について」であった。これが現在の私璋の感覚にマッチしたのではな

いだろうか。今、確かに長期人工透析の時代に入った。一昔前までは人工透析と聞けば

もう災くは生きられないと思ったものだし、事実禁じられているラーメンを食べたがた

めに命を落としたという話も聞いた。呪に私も５、６年の人工透析導人ではあるが、人

1:透析をJIい波された時には「私の人生もこれで終りました」と

　

その年の年賀状に書

き配ったものである。医学の雇歩はまさに日進月歩で。今後まだまだ呪在と違った改

良点が出てくるであろう。林田先生の講演は、今１０年近く

　

あるいは１０年過ぎた人

々に多い骨、筋肉の痛みをどのようにするかという様な内容だった。

　

リン、カルシウム。甲状腺の問題等含め。スライドを使って分かり易く丁寧な解説で

あった。聞く私逮は皆真剣である。自分達の問題だから

　

しかも身に辿っていることだ

から･ｊも聞きのがすまいとしている。実際に足や腰が痛む、だけど透析だから仕方が

ない。と

　

片付けられてしまう。どこに､も持って行きようのない痛みを持った時、お互

い傷をなめあってなぐさめることしかなかったけれど林田先生の話を闘いてから、少な

くとも対処の仕方があることがわかった。例えば、甲状蕎の手術のこと、カルシュウム

の沈着のこと、アルファロール等の薬の飲み方などなど‥‥。

　

f探りであった物が形を現わした感がある。これら一つを取ってみただけでも一筋の

光ではないだろうか。

　

｀11腎友会の会員はもちろん、今年は根室から、厚岸から、北見網走から数十人の患者

さん達の姿が見えた、皆んな思いは同じなのである。遠い所からも病体を押して聞きに

来るのだ。切実な問題だと思う。予定された講演時間も終り、質疑応答に入った。従来

の講演ならばこの時間は形だけのものであ？たが。今回は次々と質疑が統出し、主催軒

側で時間だからといって質疑を打ち切るほどだった。患者の皆さんは

　

まだまだ自分の

症状を訴えたかったであろう。皆んなに知ってもらいたかったのであろう。そして、然

るべき刈答がほしかったに逮いない。その劣うな切々とした気持が皆さんの心にあると

いうことがわかうただけでもこの講演会の成果はあったと思う。そして､｡この結果はや

はり腎友会の活動の最たるものだと思う。

５



り

　　　　　　　　　　

-tごli｀iさÅ｡｡.lま:大｡汰こ･｡人ヤて?-す-ｘjヽ

　

り

　

丿犬介兄斑ベネ仏川厦の締め付けは「庄汗ﾓに」という名のもとに法制度自体は変えず

にぎ沼に｡で土綸対象を制限するという方法がとられています｡私達に関連するところで

げづ大二貼砂決行千･当が全国的に支惣停土になったことはご存じ､のことと思います｡

　

最近、障害川生年金を新観に申琵した患者が、初診日の証明ができないとして、巾証

を窓口で猷召されるという事例が発生しています｡人万に透訴患者のように長期に渡って

冶禰を受けていろ場合、カルテなどが残っておらず、IEﾐ碓な初診出よわからないために

このよう削阿赳が生じてきたものです｡全習協ではこのように窓口で申話を拒否された

丿がおられるかどうか調査をおこなっていますので、釧路町方野友会の中でもしそのよ

うな方がおられましたら直ぐに事務局に御遠路ください。

纒
溥

国会請願署名・募金の結果報告

ＪＰＣ署名

全腎協署名

　

毎年行っている署名活動の集計が出ましたので御報告いたします。毎回同じことを

言って巾し訳ありませんが１５０枚ほど配った署名洋紙が１００％の回収に至っていま

せん。もし、できない方は自分の名前と家族の名前を書いただけでも結構ですので出し

ていただきたいのです。皆さんのこれからの協力を期待いたします。

8５枚

97枚

ｔ

３

２

２

６１１円

３００詞

６

(全額難病巡へ)

(35%分、11√300円釧腎会一一般会計へ)
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○新患者

・坂根義人

・青木疋治

・貝森政吉

会員の動向

弟子屈町

鶴ヶ岱

＠新会員

－大竹三郎・巾立病院・６３年９月人会

・木幡霞ｒ・脇立病院・６３年９月人会

・坂根迄人・市立病院・６３年９月人会

・青木訳治・巾ぐ病院・６３年９月人食

・Ｈ森政占・占.白ぶ詫・６３年心･|人会

○おくやみ

・早坂腿・林旧クリ・６３年１０月死亡

・矢沢卸男・今立病院・６３年い

・池川な明・市立病院・63年Ｈ月1日死亡

・大山リヨ・呼出クリ・63年11月10日死亡

・佐藤明美・直立病院・63年l1月15日死亡

・水ぺ秀一･一市立病院・63年l1月17日死亡

・門脇丿石‥心立病院・卵年Ｕ月20[i死亡

‥ぼパユキエ・市立病院・63年1田27日死亡

・斉藤妙了‥市立病院・６３年ｔ２月２肩死亡

－８-

紹
ﾆお｀ｋらｰｾﾞ｀

釧腎会の会費を未納の方が沢山おられま'=

ので会の活動に支障をきたしております。３

求がまいりましたらなるべく早く納入くだi

るようお願い攻します。

新午会に参加しましょう

来たる６４年jL月２２Ｈ（ｌｊ）に栄町

会館で開催することになりました。新しい郊

を迎え、会員が一同に集い。元気な脳を見せ

あうのもいいのではないでしょうか。

オデンの屡台やヨーヨー遊びも用意いたし

ますので子供さんもたくさん参加してくださ

いね。なお、参加案内は扱日配布致します。
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